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沖縄公庫、ソフトウェアベンチャーに出資実行(２千万円)

１．沖縄振興開発金融公庫（理事長：八木橋惇夫）は、10月 27日に㈱ジャスミンソフト（具
志川市、贄良則代表、増資後の資本金 5千万円）に対し 2千万円の出資を実行しました。

２．当社は、㈱トロピカルテクノセンターの情報開発部の技術者有志を中心に平成 13 年 3 月
に創業したベンチャー企業で、システム開発の要素技術である Javaや XMLの技術力を強み
に、システムの受託開発及びパッケージソフトウェアの開発を中心に事業を展開しています。

３．本件事業は、Webアプリケーションの自動生成（自動プログラミング）を行うソフトウェ
ア『JasmineSoft Harvest』（以下、Harvest という。）を開発し、全国のシステム開発会社
及びシステム開発部門を有する一般企業などに販売を展開するものです。

４．Harvestは、ユーザーがWeb対応の業務用アプリケーションを開発する際に、定型的な業
務画面のプログラムを自動的に書き込むサービスを提供するもので、セミオーダー型の新し
い開発スタイルをコンセプトとしています。ユーザーは、自動的に書き込まれたプログラム
を基に開発を進めることにより、大幅に開発工数を削減することができ、コスト削減や納期
短縮化など生産性の向上を図ることが可能となります。

Harvest の特徴としては、①Excel ベースの簡単な設定ファイルから Java ベース・XML
対応の Web アプリケーションが自動生成される、②自動生成されたプログラムの拡張（追
加・変更）が容易である、③ASP方式（月単位のリース）により低価格でサービスを提供す
る、ことが挙げられます。

５．Webアプリケーションは、企業の業務システムとして開発需要が高いものの、それを担う
開発技術者は慢性的に不足している状況にあります。このため、業界では開発の生産性を向
上させるソフトウェアが求められており、その市場性は大きいと期待されています。
当社が開発した Harvestは、業界で初めて Javaベース・XML対応のWebアプリケーシ

ョンの自動生成を実現している点で技術的な競争力が認められます。また、ASPサービスに
よる販売方法も業界初となっています。当社は 11月に東京営業所を開設し、本格的な全国販
売を展開する予定です。

６．今次増資は、Harvest の本格的な販売展開に必要な資金需要に備えるもので、当公庫の出
資により、全国展開を図る上での経営基盤強化が図られるものと考えています。
当公庫としては、蓄積されたノウハウや新事業創出促進出資業務を遂行するために組織さ
れた専門家のアドバイス等を活用し、同社の事業展開を積極的に支援していきたいと考えて
います。

[参考］

新事業創出促進出資の実績は、平成 14年度 4件、9千万円。平成 15年度 9件、1億 9千 5百万円、平成

16年度 2件、3千 5百万円。累計 15件、3億 2千万円となっています。

　 お問い合わせ先：新事業育成出資室 ℡ 098-941-1908   



新事業創出促進出資企業の概要

(1) 企 業 名      ㈱ジャスミンソフト

(2) 所 在 地      具志川市字州崎５－１

(3) 業　  　　種 パッケージソフトウェア業

(4) 設　　  　立 平成 13年 3月 14日

(5) 資 本 金      12.8百万円（今次増資後 50百万円）

(6) 代   表   者 代表取締役　贄　良則　（にえ　よしのり）

(7) 従 業 員 数      9名

(8) 新事業の概要

　業務用 Web アプリケーションを自動生成するためのソフトウェア

『JasmineSoft Harvest』を開発、全国のシステム開発会社及びシステ

ム開発部門を有する一般企業をターゲットに販売を行う。

※本件の製品技術については、特許出願中である。

　（出願日：平成 15年 3月）

(9) 新製品の概要

『JasmineSoft Harvest』は、セミオーダー型の開発スタイルをコンセ
プトとしており、Webアプリケーションの開発工程の定型的な部分（①
ログオン、②メニュー、③検索・一覧表示、④詳細表示、⑤新規登録・
更新・削除、⑥ダウンロード）のプログラムを自動生成することで、シ
ステム開発業務の生産性向上（低コスト・短納期・高品質）を図ること
を目的に開発されたものである。

（製品の特徴）
① Excelベースの設定ファイルから Javaベース・XML対応のWeb
アプリケーションを自動生成する

② 自動生成されたソースコードを開発者が自由にカスタマイズ（追
加・変更）できる

③ アプリケーションの動作に必要な各種設定が含まれており、自動
生成のカバー率が高い

④ ASP方式（月単位のリース）により低価格でサービスを提供する

（具体的な活用方法）
① イントラネット型情報管理システムの開発
② インターネット向けシステムの開発
③ 本格的な社内業務システムの開発
④ Java教育用の教材開発


